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立候補役員名 全道理事

（ふりがな） むらかみ　のぶちか 男 西暦

氏名 村　上　敦　哉 女 1973年12月9日

勤務先名

会員番号 48372 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 関口 由紀子 会員番号 13529

推薦理由

推薦者-② 近藤　尚也 会員番号 41716

推薦理由

推薦者-③ 吉村　寿人 会員番号 17541

推薦理由

小樽市

2012年より北海道広域相談支援体制整備事業（後志圏域）の委託を受け、地域づくりコーディネー
ターとして障害施策の整備に取り組むとともに、北海道自立支援協議会地域づくりコーディネーター部
会部会員としても活動する。2014年より大橋謙策・野口定久・野口典子の協力を得て、北海道ソー
シャルワーク実践研究会を組織し、ソーシャルワーク実践者の育成のための取り組みを行う。2016年
より北海道社会福祉士会道央地区支部の幹事として、会の運営に取り組んでいる。

2016年度より道央地区支部の幹事としてまずは道央地区支部の再生に他の幹事とともに取り組んで
きましたが、道央地区支部の現幹事には北海道社会福祉士会の理事がおらず、北海道社会福祉士
会とのつながりが希薄に感じたことと、北海道社会福祉士会が何を目指し、会員に対してどのような役
割を果たすのかをしっかりと考え、会員一人ひとりにとって身近な存在に感じてもらうとともに、社会福
祉士会に入ってよかったと会員が感じることが出来る社会福祉士会を目指したいと考え、道央地区支
部の推薦を受けて立候補することとしました。

村上さんは、障害ある方の支援に長年携わり、地域福祉の担い手として積極的なソーシャルワークを
実践されてきた方です。その手法は施設にとどまらず、社会資源を自ら開拓し、関係機関との連携を
積極的に作り上げる中で、当事者主義を貫くという、これからの社会福祉には、難しいながらも、今ま
で以上に強く求められるものです。彼の連携先は行政は勿論、医療、福祉、教育分野にとどまらず、
司法の分野にも広がっており、私の所属する法律事務所でも、少なからざる困難ケースにおいて、連
携をとらせて頂いております。社会福祉士の活動の場は、年々広がってきており、又弁護士をはじめと
する他業種の専門家との連携も不可欠になってきています。彼のようなキャリアと実践姿勢は社会福
祉士会にとっては、大変有用な事と考え、役員に推薦いたします。

村上さんは、これまで多くのソーシャルワーク実践に取り組み、幅広い知識や人脈を持っております。
実践においては、組織管理や研修会等のコーディネートなどにも積極的に関わっており、その豊富な
経験から、本会においても理事として、より良い会の活動や会員の実践力向上に関する取り組みに
も、力を発揮していただけると思います。また、現在、道央地区支部においても幹事として、支部の活
動を冷静に分析し、さらなる発展を目指して活躍されています。今回、本会のさらなる発展に関して強
い熱意を持ち立候補しており、まさに適任であると考えられます。以上の理由から村上さんを推薦いた
します。

立候補者である村上敦哉氏は、現在、NPO法人しりべし圏域総合支援センターの理事長として組織の
運営に携わり、また、後志圏域地域づくりコーディネーターとして、誰もが暮らしやすい地域を創るべく
福祉実践に尽力をされています。
　本会道央地区支部では役員を務め、組織活性化のために精力的に取り組んでおります。具体的に
は、ホームページを開設し、広く道央地区支部の活動を紹介し、「顔の見える社会福祉士」像の確立
のために取り組んでいます。また、道央地区支部の近藤氏（生涯研修委員）と連携を図り、研修のあり
方を模索し、後進の育成にも熱心に取り組んでおります。
　上記に挙げた、①組織運営、②実践力、③社会福祉士像の展望、④仲間作り・後進の育成を考慮す
ると立候補者である村上敦哉氏は、社会福祉士として道央地区支部だけでなく北海道全域を見据え
た活動ができる人物であると思われますので、北海道社会福祉士会理事に推薦いたします。

性別 生年月日 年齢 43歳

特定非営利活動法人しりべし圏域総合支援センター


